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焼却施設（可燃ごみ処理）及び
粗大・リサイクル施設（不燃・
粗大及び資源ごみ処理）を整備
することを目的とする。 

構成市町村のごみ処理参加区分 

2 

 本事業は、山辺・県北西部広域環境衛生組合により、組合
構成市町村内で発生するごみを安定的かつ効率的に処理する 

区分 

構成市町村 
大
和 
高
田
市 

天
理
市 

山
添
村 

三
郷
町 

安
堵
町 

川
西
町 

三
宅
町 

上
牧
町 

広
陵
町 

河
合
町 

可燃 
ごみ 
処理 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

不燃・
粗大ご
み処理 

  〇 〇   〇 〇 〇 〇 〇   

資源 
ごみ 
処理 

  〇     〇 〇 〇 〇 〇   



都市計画対象事業の背景 
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天理市の現クリーンセンターは平成36年に
焼却炉の耐用年数を超える 

1市2町1村 

山辺・県北西部広域環境衛生組合を設立 

平成36年に新しい施設を稼働する必要あり 

現状の問題 構成市町村 

ごみ処理に課題
を有する1市5町

が参加 

2市7町1村 

組合設立 構成市町村 

検討 
・広域化による行政効率の向上 
・ごみ資源の有効活用 

（発電、余熱利用、再資源化等） 

３ 



都市計画対象事業実施区域の位置 
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約2.2ha 

約2.5ha 
（うち施設建設用地 約1.3ha） 

４ 



都市計画対象事業の種類及び施設規模 

施設 項 目 諸 元 

焼却施設  

処理能力 284ｔ/日（=11.8t/時）（全連続式燃焼方式） 
搬入日数 6日/週 
運転計画 通年、24時間連続運転 
取扱い廃棄物 可燃ごみ、残渣等（可燃物、破砕残渣） 

煙突高さ 
45～59ｍの範囲内 
（皆様の意見も参考として、新ごみ処理施設整備検討委

員会において平成29年度中に決定予定） 

粗大・リサイ
クル施設 

処理能力 23.5ｔ/日（破砕・選別、圧縮・梱包） 
搬入日数 6日/週 

取扱い廃棄物 

不燃・粗大ごみ系統 
：不燃物（燃やせないごみ）、粗大ごみ 
資源ごみ系統 
：びん、缶、プラスチック製容器包装、ペットボトル、 
 古紙、古着、蛍光管、電池、小型家電 
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「奈良県環境影響評価条例」による対象事業の種類 

施設規模（焼却処理施設、粗大ごみ処理施設） 

廃棄物焼却施設の設置の事業 
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施設配置計画 焼却施設 
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洗車棟 

工場棟 

（炉室等） 

プラット 
ホーム 

（ごみピット） 

煙突 

計量棟 

出口 

入口 

玄関棟 

計量棟 

凡 例 

対象事業実施区域 

搬入車両動線 

一般車両動線 

６ 

煙突（45～59ｍの範囲内） 



施設配置計画 粗大・リサイクル施設 
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出入口 

計量棟 

洗車棟 
啓発施設棟 

調整池 

機械室 

プラットホーム 

搬出エリア 

凡 例 

対象事業実施区域 

搬入車両動線 

一般車両動線 
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公害防止計画 
調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法

 
環
環
境
影
響
評
価
項
目

 
環
境
影
響
評
価
手
続
き

 
事
業
計
画

 

公害防止に係る法規制値 
大気質（大気汚染防止法、ダイオキシン類対策特別措置法） 
 
 騒音・振動（騒音規制法 ・振動規制法） 
 
 悪臭（悪臭防止法） 

 
 水質（水質汚濁防止法、ダイオキシン類対策特別措置法、 
  下水道法、天理市下水道条例） 

本事業に係る大気質、騒音、振動、悪臭及び水質の法規制値
等については、今後、委員会の検討を経て、良好な環境の維
持、保全を図るために法規制値よりも厳しい自主的な公害防
止基準値を設定する計画である。 
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区分 給水・排水 給排水計画 

プラント系 
給排水 

用水及び生活用水 上水を利用 
排水 原則、処理水を循環再利用（排水クローズド） 
排水の再利用しきれない 
余剰分及び生活排水 

公共下水道に放流 

雨水 
排水（焼却施設） 

既存の雨水流出抑制施設を活用して3系統に分けて 
高瀬川、七辻上池及び原谷池に排水 

排水（粗大・リサイクル施設） 
雨水流出抑制施設を配置して高瀬川及び高瀬川沿い 
の農業用水路に排水 

 

[雨水流出抑制施設] 

高瀬川 

原谷池 

七辻上池 

焼却施設 

９ 



都市計画対象事業の収集運搬計画（台数） 

※１：粗大・リサイクル施設への台数を含む 
※２：灰搬出車両等 

天理のみで表作成 
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対象施設等 
  

車両 
車両台数 
（台/日） 

使用道路 
市町村 

焼却施設 

天理市 

収集車両及び許可業者車両 
（パッカー車等） 

40 
一般道 

直接持込車両（普通自動車）※１ 65 

川西町 
三宅町 
山添村 

収集車両（パッカー車等） 10 名阪国道 

大和高田市 
三郷町 
安堵町 
上牧町 
広陵町 
河合町 

積み替え車両（10ｔ車等） 30 名阪国道 

その他車両※２  5   

小計 150   

粗大・リサイクル施設 

天理市 15 一般道 

天理市以外 15 名阪国道 

小計 30   

合計 180   

10 



収集運搬計画(天理市内からの車両ルート) 
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収集運搬計画(天理市以外からの車両ルート) 
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環境影響評価の手続き 
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環境影響評価の手続の流れ 
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工事中・ 
供用開始 

環 境 影 響 評 価 

 
 

配 

慮 

書 

 
 

評 

価 

書 

 
 

準 

備 
書 

 
 

方 

法 

書 

 
 

報 

告 

書 

奈良県環境影響評価条例に基づく 

環境影響評価（環境アセスメント）手続 

 事業特性や地域特性を踏まえ、環境影響評価項目及び調査・予測・評価
の手法を選定します 

 環境審議会や皆様からの御意見を聴きます 

計画段階の 
環境配慮 

H28.12 現 在 
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配慮書 

• 焼却施設の配置と、煙突高さの複数案 
• 各案の環境影響（大気質・景観）の予測結果 

方法書 

• 環境影響評価項目の選定 
• 環境影響評価の調査・予測・評価手法 

今回は 

平成28年12月 

これまでの環境影響評価の手続 15 



環境影響評価項目の選定 
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項目選定の考え方 

環境影響要因 

工事の実施  ・工事用車両の運行 
   ・切土工等 
   ・建設機械の稼働 

土地又は工作物 ・施設の存在 
の存在及び供用 ・施設の稼働 
        ・廃棄物搬入車両の運行 
        ・雨水の排水 

17 



環境影響評価項目の選定 ① 
  

環境影響要因の区分 

  

  

  

環境要素の区分 

工事の実施 
土地又は工作物 

の存在及び供用 

工
事
用
車
両
の
運
行 

切
土
工
等 

建
設
機
械
の
稼
働 

施
設
の
存
在 

施
設
の
稼
働 

廃
棄
物
搬
入
車
両
の
運
行 

雨
水
の
排
水 

環境の自然的構成
要素の良好な保持
を旨として調査、
予測及び評価され
るべき環境要素 

大気環境 

大気質 

二酸化窒素 ○       ○ ○   
浮遊粒子状物質 ○       ○ ○   

二酸化硫黄         ○   

粉じん等 ○ ○ ○     ○   
ダイオキシン類         ○     
その他有害物質         ○     

騒音 ○ ○ ○   ○ ○   
振動 ○ ○ ○   ○ ○   
低周波音         ○     
悪臭         ○     

水環境 水質 
水の濁り   ○         ○ 
水の汚れ               

土壌に係る環
境 

その他の環境 

地形及び地質 
重要な地形 

及び地質 
              

地盤・土壌 土壌汚染   ○     ○     

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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環境影響評価項目の選定 ② 
  

環境影響要因の区分 

  

  

  

環境要素の区分 

工事の実施 
土地又は工作物 

の存在及び供用 

工
事
用
車
両
の
運
行 

切
土
工
等 

建
設
機
械
の
稼
働 

施
設
の
存
在 

施
設
の
稼
働 

廃
棄
物
搬
入
車
両
の
運
行 

雨
水
の
排
水 

生物の多様性の確保
及び自然環境の体系
的保全を旨として調
査、予測及び評価さ
れるべき環境要素 

動物 
重要な種及び 

注目すべき生息地 
      ○       

植物 重要な種及び群落     ○       

生態系 地域を特徴づける生態系     ○       

人と自然及び文化遺
産との豊かな触れ合
いの確保を旨として
調査、予測及び評価
されるべき環境要素 

景観 
主要な眺望点及び景観資源 
並びに主要な眺望景観 

    ○       

人と自然との触れ
合いの活動の場 

主要な人と自然との 
触れ合いの活動の場 

○     ○   ○   

文化遺産 文化財及び埋蔵文化財包蔵地               

環境への負荷の量の
程度により予測及び
評価されるべき環境
要素 

廃棄物等 
建設工事に伴う副産物 ○           

廃棄物 ○   

温室効果ガス等 二酸化炭素 ○   

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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査
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予
測
・
評
価
の
手
法
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影
響
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目
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調査・予測・評価の手法 
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法
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現地調査の項目 
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【現地調査項目】 

大気質・ 
気象 

騒音・振動 
・低周波音 

悪臭 

水質 

人と自然との
触れ合い活動

の場 

土壌汚染 動物・植物 

景観 

21 



 

奈 良 市 

天 理 市 

大
和
郡
山
市  

現地調査 一般環境大気質・気象 

一般環境大気質調査 

 

焼却施設 

 

粗大・リサイクル施設 

地点１ 

地点２ 

地点３ 

地点４ 

地点５ 

地点６ 

凡例 

：対象事業実施区域 

：市界 
：一般環境大気質、地上気象、上層気象、粉じん等調査地点 

：一般環境大気質、粉じん等調査地点 

 

奈 良 市 

天 理 市 

大
和
郡
山
市  

地点１ 焼却施設建設予定地 
地点２ とみの森公園（北方向） 
地点３ 櫟本幼稚園（西方向） 
地点４ 豊田公民館前駐車場（南方向） 
地点５ 岩屋町公民館東（東方向） 
地点６ 白川台公園（近隣住宅街） 

調査イメージ（一般環境大気質、粉じん等） 

調査期間（一般環境大気質、粉じん等） 

1週間連続測定×4季 
：一般環境大気質 
 二酸化窒素、浮遊粒子状物質、 
 二酸化硫黄、ダイオキシン類、 
 その他有害物質（塩化水素、水銀等） 
 
1カ月連続測定×4季 
：粉じん等（降下ばいじん） 
 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 
調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法

 

測定小屋 

各種測定機器 

0.5km 

1km 

2km 

3km 
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奈 良 市 

天 理 市 

大
和
郡
山
市  

現地調査 一般環境大気質・気象（地上気象） 

気象調査 

 

焼却施設 

 

粗大・リサイクル施設 

地点１ 

凡例 

：対象事業実施区域 

：市界 
：一般環境大気質、地上気象、上層気象、粉じん等調査地点 

 

奈 良 市 

天 理 市 

大
和
郡
山
市  

調査イメージ（地上気象） 

調査期間（地上気象、上層気象） 

1時間値の連続測定×1年間 
：地上気象 
（風向、風速、気温、湿度、日射量、 
 放射収支量） 
 
7日間（8回/日）×4季 
：上層気象（風向、風速、気温） 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 
調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法

 

風向風速計 

地上気象 

0.5km 

1km 

2km 

3km 
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奈 良 市 

天 理 市 

大
和
郡
山
市  

現地調査 一般環境大気質・気象（上層気象） 
 

 

焼却施設 

 

粗大・リサイクル施設 

地点１ 

凡例 

：対象事業実施区域 

：市界 
：一般環境大気質、地上気象、上層気象、粉じん等調査地点 

 

奈 良 市 

天 理 市 

大
和
郡
山
市  

調査イメージ（上層気象） 

調査期間（地上気象、上層気象） 

1時間値の連続測定×1年間 
：地上気象 
（風向、風速、気温、湿度、日射量、 
 放射収支量） 
 
7日間（8回/日）×4季 
：上層気象（風向、風速、気温） 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 
調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法

 

上層気象 

0.5km 

1km 

2km 

3km 

気象調査 
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奈 良 市 

天 理 市 

大
和
郡
山
市  

現地調査 道路沿道大気質、道路交通騒音・振動 

道路沿道大気質調査 

 

焼却施設 

 

粗大・リサイクル施設 

凡例 

：対象事業実施区域 

：市界 
：沿道大気質、 

 道路交通騒音・振動、交通量調査地点 

調査イメージ 

調査期間 

1週間連続測定×4季 
：道路沿道大気質 
 （二酸化窒素、浮遊粒子状物質） 
 
平日・休日に各1日（24時間） 
：道路交通騒音、道路交通振動、交通量 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 
調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法

 

：ごみ収集車等走行ルート（焼却施設） 
：不燃・リサイクルごみ収集車等走行ルート 
         （粗大・リサイクル施設） 

地点a 市道611号豊田櫟本線 
地点b 名阪国道側道 
地点c 一般国道169号 
地点d 県道51号線 

地点a 地点b 

地点c 
地点d 

交通量 
道路交通 
騒音・振動 

 

奈 良 市 

天 理 市 

大
和
郡
山
市  

道路交通騒音・振動調査 
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1/5,000 

0   50  100      200 

現地調査 環境騒音・振動、低周波音、臭気 

環境騒音・振動調査 

 

焼却施設 

 

粗大・リサイクル施設 

凡例 

：対象事業実施区域 ：環境騒音・振動、低周波音調査地点 
：悪臭調査地点 

調査イメージ 

調査期間 

平日・休日に各1日（24時間） 
：環境騒音、環境振動、低周波音 
 
夏季に1回 
：悪臭（特定悪臭物質濃度、臭気指数） 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 
調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法

 

地点１ 

低周波音調査 

 

1/5,000 

0   50  100      200 

地点２ 

地点３ 

地点５ 

地点４ 

地点１ 焼却施設建設予定地北端 
地点２ 焼却施設建設予定地南端 
地点３ 粗大・リサイクル施設北端 
地点４ 粗大・リサイクル施設西端 
地点５ 粗大・リサイクル施設南端 

環境騒音・振動 

悪臭 

悪臭調査 
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現地調査 水質・底質 
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 
調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法

 

  

高瀬川 

楢川 

白川ダム 

奈 

良 

市 

天 理 市 

水質・底質調査 

凡例 

：対象事業実施区域 
：市界 
：河川 
：農業用水（白川ダム） 
 

調査イメージ 調査期間 
 水質 
4季に各1回【平水時】 
：生活環境項目、流量 
 
2季（夏季・冬季）に各1回【平水時】 
：健康項目、ダイオキシン類 
 
2回【降雨時】 
：浮遊物質量、濁度、流量 
 
 底質 
1回【平水時】 
：土壌環境基準項目、ダイオキシン類 

：排水経路（雨水） 

：水質調査地点（水質のみ） 
：水質調査地点（底質を含む） 
 

地点Ⅰ 

地点Ⅱ 

地点Ⅲ 

地点Ⅳ 

地点Ⅴ 地点Ⅵ 

地点Ⅶ 

地点Ⅷ 

  

高瀬川 

楢川 

白川ダム 

奈 

良 

市 

天 理 市 

水質 

水質 
地点Ⅰ 高瀬川上流 

地点Ⅱ 高瀬川下流 

水質 
底質 

地点Ⅲ 上三ツ池 

地点Ⅳ 櫟本大池 

地点Ⅴ 原谷池 

地点Ⅵ 七辻上池 

水質 
地点Ⅶ 楢川上流 

地点Ⅷ 楢川下流 

高瀬川 
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現地調査 土壌汚染 

土壌汚染調査 

 

焼却施設 

 

粗大・リサイクル施設 

凡例 

：対象事業実施区域 
：各種施設建設予定地 

：土壌汚染調査地点 
 

調査イメージ 

調査期間 

１回 
：土壌環境基準項目、ダイオキシン類 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 
調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法

 

地点１ 

 

1/5,000 

0   50  100      200 

地点２ 

地点１ 焼却施設（ごみピット）建設予定地 
地点２ 粗大・リサイクル施設（工場棟）建設予定地 

調整池 

啓発施設棟 
工場棟 

プラットホーム 

ごみピット 
炉室等 

土壌汚染 
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現地調査 動物・植物 
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 
調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法

 

 

奈 良 市 

天 理 市 

 

焼却施設 

 

粗大・リサイクル施設 

凡例 

：対象事業実施区域 
：動物・植物調査範囲（半径200m） 
：市界 
：河川 
 ：猛禽類調査地点 
：魚類・底生動物調査地点 

調査期間 

 動物 
4季に各1回 
：哺乳類、鳥類、両生・爬虫類、 
 魚類、底生動物 
 
2月～8月（3日連続/月）×2営巣期 
：猛禽類 
 
3季（春・夏・秋）に各1回：昆虫類 
 
2季（春・秋）に各1回：陸産貝類 
 
 植物 
4季に各1回：植物相 
 
2季（春・秋）に各1回：植生 

地点１ 

動物・植物調査 

200m 

地点２ 

地点a 

地点b 

地点c 

地点e 

地点d 

 

奈 良 市 

天 理 市 

調査イメージ 

植物調査 

鳥類調査 

猛禽類 
地点１ 焼却施設建設予定地 
地点２ 白川ダム北西湖畔 

魚類・ 
底生動物 

地点a 高瀬川上流 
地点b 高瀬川下流 
地点c 楢川下流 
地点d 原谷池 
地点e 上三ツ池 
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現地調査 景観・人と自然との触れ合い活動の場 
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 
調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法

 

凡例 

：対象事業実施区域 
：市界 

：景観調査地点 
：人触れ調査地点 
：景観資源 
：大和青垣国定公園 
 
：サイクリングコース 
 及びハイキングコース 
 

調査期間 

 景観 
4季に各1回：主要な眺望景観 
 
 人と自然との触れ合い活動の場 
1季（春季）に平日・休日に各1回 
：主要な人と自然との触れ合いの活
動の場における分布、利用状況及
び利用環境 

調査イメージ 

景観写真撮影 

 

30 

地点1 白川ダム北西湖畔 

地点2 市道611号豊田櫟本線（焼却施設建設予定地北側） 

地点3 原谷池北東側 

地点4 天理よろづ相談所病院白川分院 

地点5 市道611号豊田櫟本線（焼却施設建設予定地東側） 

地点6 シャープ駐車場西端 

地点7 名阪国道側道（三ツ池上南側） 

地点8 白川大橋 

地点9 名阪国道（天理インター方向） 

地点10 ハイキングコース（東海自然歩道・山の辺の道コース） 

地点11 天理大学グラウンド 
1km 

2km 

0.5km 

地点 1 

地点 2 

地点 3 

地点 4 

地点 5 

地点 6 

地点 7 

地点 8 地点 9 

地点 10 

赤土山古墳 

東大寺山古墳 

ウワナリ塚古墳 
石上大塚古墳 

別所大塚古墳 

御墓山古墳 

石上神宮 

和爾下神社 

弘仁寺 

在原寺跡 

粗大・リサイクル施設 
焼却施設 

地点 11 

3km 

 

奈 良 市 

天 理 市 

石上神宮社そう 
石上神宮鏡池棲息ワタカ 

大和郡山市 



予測手法について 
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 
調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法

 

予測の基本的な手法 
 
 
 
 

 

   

  

  

A）計算やシミュレーションなどによる方法 

B）イメージ写真などによる視覚的な方法 

C）調査結果・事業計画・類似事例などに 
  基づいた方法 

31 



評価手法について 
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 
調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法

 

評価手法 

 

 

回避・低減 

基準・目標との
整合 

環境基準・規制基準などの、環境保
全のための目標や法令の規制値との
整合が図られているか。 

対象事業に係る環境影響ができる限
り回避又は低減されているか。 
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今後のスケジュール 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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方法書から準備書までの流れ 
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

準 

備 

書 

方 

法 

書 

奈
良
県
環
境
審
議
会 

説 

明 

会 

意
見
書
提
出 

現在はここ 

環
境
影
響
評
価
の
項
目
、 

調
査
・
予
測
・
評
価
の
手
法
の
選
定 

調
査
・
予
測
・
評
価
、
環
境
保
全
措
置
な
ど
の
検
討 
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方法書の縦覧について 
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

方法書の縦覧方法 

インターネットによる電子縦覧 

山辺・県北西部広域環境衛生組合のウェブページからもご覧になれます 

縦覧期間 平成29年9月28日（木）～10月27日（金） 
      ※いずれも開庁・開館時のみ 

縦覧場所 

 奈良県くらし創造部 景観・環境局 環境政策課 
 

 奈良市保健所・教育総合センター 保健・環境検査課 
 

 大和郡山市産業振興部 環境政策課 
 

 天理市環境経済部 環境政策課 
 

 天理市建設部 まちづくり計画課 
 

 山辺・県北西部広域環境衛生組合事務局 

http://www.yamabe-kenhokuseibu.jp/ 検索 
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ご清聴ありがとうございました 

－お問い合せ先－   
山辺・県北西部広域環境衛生組合事務局 
  電話 0743－63－1001（内線380） 
  FAX 0743－63－3915 
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